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第23期第14回常任理事会議事録

日時昭和60年12月20日（金）13：30～17：00

場所気象庁観測部会議室
出席者　山元，松本，花房，田宮，土屋，竹内，吉野，，

　　　　河村，能登，杉村，春。目

議　題

　審議事項

1．昭和61年度予算（案）について

　（1）昭和61年度予算（案）説明資料として第2次案が

　　示された．

2．評議員会の議題等について

　　第23期第2回評議員会の日程が1月24日（金）18時

　からに決定した．

　　議題は第1回に準ずる．

3．和達清夫名誉会員の文化勲章受章に関連して

　（1）和達清夫名誉会員文化勲章受章の祝賀会を1月24

　　日（金）18時45分から開催することが再度確認された．

　（2）受章記事を天気に掲載することとなった．

　　記事原稿執筆者の人選並ぴに依頼は松本理事が担当

　する．

4．理事長等の選出方法について

　定款どうり実施することが確認された．

5．弔辞内規について

　内規に弔辞に関する規定が無いことの解釈について

検討され，依頼に応じて行うことが確認された．

　紙碑のスペースに関して，天気編集委員長から1件

あたり1頁（写真がある場合はこれを含む）とする旨

提案があり承認された．

6．国際学術交流基金を増やす為の寄付について

　　1口千円の寄付を一般会員から募集する．6月と12

月の年2回位寄付募集について「天気」に掲載し，口

座を開いて振り込んでもらう．

　文案については国際学術交流委員会で作成し，常任

理事会で検討後，5月の理事会で承認を得てから実施

する．

7．本学会出版物の著作権使用依頼の取り扱いについて

　従来，各編集委員会が処理する慣例となっていた

が，天気編集委員会より異議が出されたQ・で次回検討

する．

8．会員の新規加入の承認にっいて

　個人会員高谷喜一ほか16名の新規加入力1承認された．
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（62頁より続く）

　　ない数百人の人々が救難設備に避難したが，低温に

　　よって死亡した人もいた．水道管の破裂等の資産の

　被害も生じた．

8．ブラジル・パラゲアイー干ばつ

　　　ブラジルでは，パラナ州，サンタカタリーナ州，

　　リオグラソデドスル州等の南部の州で干天が続いて

　　おり，干ばつが一層ひどくなっている．農場地帯の

　　大半では，12月の降水量は平年の30～40％にしか達

　　せず，10月に干ばつが始まって以来，この水準を上

　　回ったことはない．農業被害の評価にはかなりの幅

　　があるが，大被害であることについては疑いの余地

はない．いくつかの情報によると，基本的な農業被

害（小麦，豆類，酪農を含む）は3億ドルを越えて

おり，コーヒーの被害は15億ドルにも達するとい

う．

　隣接するパラグアイ東部でも，同様の干天が拡が

っており，10月，11月と続いた乾燥状態がさらに強

まっている．12月の降水量は平均して25㎜（平年

の15～20％）に過ぎない．大豆の重大な被害が発生

しそうな気配であることが注目される．（1985年の

生産量は60万トソであった．）

　注：上記各項目の番号は図中の番号に対応してい

　　　る．　　　　　（気候変動対策室　真野裕三）
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編集後記：12月号編集後記に対しての反応がありまし

た．筑波の気象人健在とのこと，頼もしい限りです．今

後も皆様の声をお待ちしています．（ひろぽ）

　事務的なことをお願いいたします．講演会や月例会の

お知らせ類は，月末までに届きますと翌月号に載せるこ

とが可能です（12月号は例外）．それ以外の，編集委員

が目を通す必要のある埋草原稿（会員の広場，本だな等）
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は月末では問に合いませんので若干の時間的余裕を．

　最近，ワープロによる投稿が増えましたが，字が読み

易く，ゲラは誤植が少なく仕上がり，大歓迎です．しか

し，1枚に45行も詰め込んだ原稿も現れ，これでは赤を

入れることができません．ワープロによる投稿も，20字

×20行の原稿用紙に準じ，字間，行間のスペースを充分

に空けて下さい．（書記）

、天気”33，2．


